
資料１－３ 

新規ページ内容（案） 

◆仕事について 

がんの罹患者数は年々増加し、日本人の 2 人に 1 人ががんになると言われて

おり、そのうち 3人に 1人は、20歳から 64歳の働くことが可能な世代での罹患

です。 

早期発見と治療方法の進歩により、がんの生存率は向上しており、働いている

方のうち約 7 割は、治療と仕事を両立しながら同じ職場に復帰していると言わ

れています。 

 

○がんに罹ったときに使える制度について 

高額療養費や傷病手当等、会社に属していることで活用できる制度もあるので、

まずは情報収集をしましょう。 

・高額療養費：同一月にかかった医療費の自己負担額が高額になった場合、自

己負担限度額を超えた分が、後で払い戻される制度 

・傷病手当金：会社を休んだときに、療養中の生活保障として支給する制度 

 

○がんに関する相談窓口について 

「がん相談支援センター」（P3）では、休暇の取り方、治療スケジュールに合

わせた働き方など、仕事を続ける上での工夫について、どなたでも無料で相談す

ることができます。 

また、事業者が相談できる窓口として、千葉産業保健総合支援センターもあり

ます。 

・千葉産業保健総合支援センター 

 

○がん患者の就労支援に関する情報提供書について 

千葉県では、がんになっても治療と仕事が両立できるよう患者の情報

を共有するための情報提供書を作成しました。 

・「従業員が復職するにあたり、何に気をつけたら良いの

だろう？」 

・「こういう部分で会社に配慮してほしい」という情報を

患者、会社、主治医で情報共有するためのツールになっ

ています。 

詳しい説明及び様式のダウンロードは「ちばがんなび」

よりできます。 

 

 

 

 



🌼小児・ＡＹＡ世代のがんについて 

 

小児がんの治療は進歩していて、小児がん経験者の７０％以上が治癒し、多く

の方が成人しています。 

しかし、心や身体の成長途中に、抗がん剤や放射線などの治療をうけるため、

治療が終わって何年もしてから、治療の影響による合併症が起こることがあり

ます。 

そのため、長く、上手にお付き合いしていかなければならない病気でもありま

す。病気のこと、治療のこと、治療が終わってからのことをきちんと知っておく

必要があります。 

 

 

★冊子 

千葉県では、小児がん患者とその家族が適切な医療や支援を受けら

れるように、小児がん患者・家族向け情報誌「安心して闘病生活

を送るために」を作成しました。 

医療機関の情報や、福祉、教育、生活のことなどの情報が一冊に

まとまっています。 

 

 

 

★小児がん診療に係る医療機関実態調査 

小児がん患者とそのご家族及び小児がん経験者の方が可能な限り慣れ親しん

だ地域での治療や支援、長期フォローアップが受けられる環境の整備を検討し

ていくため、県内の医療体制等を調査し、千葉県ホームページ上で公表していま

す。 

 

相談窓口 

 小児がんに関する相談は、がん相談支援センター等で対応しています。詳しい

問い合わせ等については、小児がん患者・家族向け情報誌「安心して闘病生活を

送るために」Ｐ２８（病院の相談窓口）をご覧ください。 

 

 

 

ＡＹＡ世代のがんについては、坂本委員に執筆を依頼中。 

小児・ＡＹＡ世代のがんについてで計２ページとなる様予定。 


